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ＡＩネットワーク社会の俯瞰（ヒトの視点を中心に）
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＜出典＞ (株)日本総合研究所（影響評価分科会（第２回））



分野別評価のアプローチ
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エコシステムが複雑化していくことを前提として、分野の区分の考え方にフォアキャスト的なアプ

ローチとバックキャスト的なアプローチを取り入れて検討。

エコシステムの検討

先行的評価

分野別評価
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◇エコシステム評価概要 (2)
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エコシステムの検討

【図表】 未定稿

（出所）日本総合研究所作成

先行的評価

分野別評価
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複雑なエコシステムを前提とした区分・分析の視点
（バックキャスト）
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影響

影響

影響

分析・評価結果
（フォアキャスト）

時間

ユースケース



◇雛形
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【図表】 未定稿

（出所）日本総合研究所作成



◇エコシステムの発展
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【図表】 未定稿

（出所）日本総合研究所作成

進展段階1
　　✔個別分野（初期16分野）が独立してAI化



進展段階2
　　✔新たな区分で分野横断が行われる
　　　（生活視点を軸とした連携および融合）
　　✔同時に個人に紐づく様々なデータが収集・分析
　　　され、様々な産業で利用できる状態になる


進展段階3以降（段階3,4）
　　✔最終的にはヒトに関する大量の情報が
　　　ネットワークを流通し、当人の状況に合わせて
　　　あらゆる最適なサービスが提供される姿となる

　　⇒一部の構成要素の不具合が全体に影響
　　⇒強大なプレイヤーの登場、格差拡大
　　⇒信頼できるプレイヤー（情報銀行等）の役割拡大

イメージ

時間軸の考え方（AIネットワーク化の進展段階）

影響の例



◇エコシステム評価概要
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【タスク3】エコシステムの検討

【図表】 未定稿

（出所）日本総合研究所作成

【タスク1】
先行的評価

【タスク2】
分野別評価

AIネットワーク化による
複雑なエコシステム形成

AIネットワーク化の進展

複雑なエコシステムを前提とした区分・分析の視点
（バックキャスト）

情報通信分野の発展

影響

影響

影響

分析・評価結果
（フォアキャスト）

時間

ユースケース
（既存＋新規）



◇先行評価
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【図表】 未定稿

（出所）日本総合研究所作成

【1】
分析・評価すべき
ユースケースの選定

【2】
影響及びリスクに関する
シナリオの分析・評価

【3】
影響及びリスクに関する課題の分析・評価

【4】
影響を定量的・客観的に把握できる指標の抽出

概要

分析の視点/留意事項

先行調査研究で選ばれたユースケースを選択すると共に、公開情報等を基に新たなユースケースを追加する

　複雑なエコシステムや産業横断的な連携が発生するユースケースを優先的に選択して、　AIネットワーク化が当該ユースケースに与える影響及びリスクの時系列的な変化を明らかにする

「正の影響」、「負の影響」をそれぞれ抽出し、それに伴う「リスク」を分析する

「正の影響」が少ないユースケースは実現しにくいと考えられるため、「正の影響」が大きいケースを優先させることで、「負の影響」とのバランスをとる

主に「負の影響」に関するシナリオ分析・評価結果から得られる知見の中から「課題」となるものを抽出する

個別リスクをとりまとめることにより課題を一般化して浮かび上がらせる

「影響の程度」および「②幸せや豊かさの程度」を把握できる指標を抽出する

可能な限り定量的に把握できる指標を抽出する。但し、定量的に把握できる指標が存在しない場合には客観的に把握できる指標とする



◇分野別評価





































































































&D &T


&"ＭＳ Ｐゴシック,斜体"Japan Research Institute, Limited		&"ＭＳ Ｐゴシック,斜体"Page&P


【分野別評価】
先行評価と同様


【分野横断的評価】
旧区分の個別産業から産業横断的な連携可能性を検討するのではなく、産業連携が起き得る「軸（トピックやキーワード）」を前提に（区分として）具体的な可能性を検討する

【図表】 未定稿

（出所）日本総合研究所作成

【0】
分析・評価すべき
ユースケースの選定

概要

分析の視点/留意事項

【分野別評価】
先行調査研究（16分野）の中で、分野横断が予想される分野を選択する

【分野横断的評価】
ヒト視点の新たな区分を設定し、分野横断が予想される分野を選択する。また、区分の中で大きな課題や実現が進みつつあるもの（シナリオ分析しやすい/すべき領域）を優先する



◇旧新区分の対応 (2)











												従来区分 ジュウライ クブン

												公共分野 ブンヤ								生活分野 セイカツ ブンヤ				産業分野 サンギョウ ブンヤ

												公共
インフラ		防災		スマート
シティ		行政 ギョウセイ		生活
支援 セイカツ シエン		豊かさ
創造 ユタ ソウゾウ		分野
共通 ブンヤ キョウツウ		農林
水産 ノウリン スイサン		製造業 セイゾウ ギョウ		運輸
流通 ウンユ リュウツウ		卸売
・小売 オロシウリ コウリ		金融
・保険 キンユウ ホケン		医療
・介護 イリョウ カイゴ		教育
・研究 キョウイク ケンキュウ		サービス
業 ギョウ		建設 ケンセツ

						新区分 シン クブン		生活分野
（人） ヒト		健康（Health）		○				○		●		●						○				○		○		○		●				○				



















										教育（Education） キョウイク										●		●		●												○		●		○

										仕事（Work）								○				●		●										○		○		○		○

										財（Property）								●				●												●				●		○		○

										移動(Mobility)		●				●				●										●				○		○				○

										居住（House）						●				●										○						○				○		●

								産業分野		モノ														●		●		●		●		●								○

								（商流） ショウリュウ		カネ														●										●						○		○

								公共分野		街づくり マチ		●				●				○										○				○		○				○		●

										パブリック・ガバナンス				●		●						○																		○
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【図表】 新区分と旧区部の対応

（出所）日本総合研究所作成

（注）* 「●」：関連が強いもの。* 「○」：関連するもの。

例えば、ヒトの「健康」を軸に取る場合、ゲノム、マイナンバー、ウェアラブルデバイスから取得できる情報を基に、健康状態や疾患の可能性に応じた健康増進サービスや食べ物の管理、各種検査や最適な治療の選択、付随するサービスとしてモビリティや保険サービス等が連携していくことが想定できる。

行動情報を基にしたサービス最低化

医療情報を基にした

マイナンバーを活用したサービス連携

健康状態
身体の状態

当人の
趣味・嗜好

シニアの例

当人の
余裕資産

マイナンバーを活用したサービス連携

情報

サービス

モノ

マイナンバー
連携等

健康状態（行動可能範囲）・趣味嗜好・資産状態に応じた旅行・モビリティサービス

健康状態・趣味嗜好に応じた
健康食品の販売（産地直送）

In

Out

In

In

Out

Out

Out

In



◇旧新区分の対応











												旧区分 キュウ クブン

												公共分野 ブンヤ								生活分野 セイカツ ブンヤ				産業分野 サンギョウ ブンヤ

												公共
インフラ		防災		スマート
シティ		行政 ギョウセイ		生活
支援 セイカツ シエン		豊かさ
創造 ユタ ソウゾウ		分野
共通 ブンヤ キョウツウ		農林
水産 ノウリン スイサン		製造業 セイゾウ ギョウ		運輸
流通 ウンユ リュウツウ		卸売
・小売 オロシウリ コウリ		金融
・保険 キンユウ ホケン		医療
・介護 イリョウ カイゴ		教育
・研究 キョウイク ケンキュウ		サービス
業 ギョウ		建設 ケンセツ

						新区分 シン クブン		生活分野		健康（Health）		○				○		●		●						○				○		○		○		●				○				
















										移動(Mobility)		●				●				●										●				○		○				○

										居住（House）						●				●										○						○				○		●

										家族（Family）				○						●		●												○		●		●		●

										仕事（Work）								○				●		●										○		○		○		○

										財産（Property）								●				●												●				●		○		○

								公共分野		スマートシティ		●				●				○										○				○		○				○		●

										コミュニティ				●		●						○																		○

								産業分野		製造業														●				●		●		●

										金融・保険業														●										●						○		○
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【図表】 新区分と旧区部の対応

（出所）日本総合研究所作成

（注）* 「●」：関連が強いもの。* 「○」：関連するもの。

* 行動情報
* 医療情報
* ゲノム情報
* ヒト
* モノ

例えば、ヒトの「健康」を軸に取る場合、ゲノム、マイナンバー、ウェアラブルデバイスから取得できる情報を基に、健康状態や疾患の可能性に応じた健康増進サービスや食べ物の管理、各種検査や最適な治療の選択、付随するサービスとしてモビリティや保険サービス等が連携していくことが想定できる。

行動情報を基にしたサービス最低化

医療情報を基にした

マイナンバーを活用したサービス連携



◇シナリオ
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【図表】 未定稿

（注）* 「」：。* 「」：。
（出所）日本総合研究所作成

第２回の親会（12/15）においては、
〇第１回影響評価分科会における議論を紹介しつつ、
　先行的評価と分野別評価の２本を並行して検討することを報告し、
〇分野別評価に関して、分野の区分について、
　事務局から何らかの考え方を示して、ご意見を頂く
ということにして、
その後に開催を予定している第２回の影響評価分科会において、
〇先行的評価に係るユースケースを紹介し、
　影響・リスクの評価について事務局案を示した上で、
　構成員にシナリオの作成を依頼する
〇分野別評価に関する分野の区分について、
　親会の議論を踏まえて、更にご意見を頂く
というような形で進めたいと考えています。

つきましては、
先行的評価に係るユースケースについて、
内閣府の大臣懇、ＣＯＣＮ、ＡＩ１００、貴社のコンソーシアム、
その他国内外の事例を参考に、
第２回分科会において構成員にシナリオ作成等を依頼するに当たり、
事務局から提示するものとしての案を
わかり易くまとめて頂けませんでしょうか（差し当たり１０～２０事例を想定）。
（構成員にシナリオを作成して頂くに当たっては、
　ＡＩネットワークが、どのような場面で、誰に（誰が）、
　誰（何）を対象に、どのように利活用されて（して）いるのか等が
　なるべく具体的に想像・イメージできるようにする必要があるかと思います。）
狩野であれば１週間程度でお願いできればと思いますので、
再来週（28日の週）の前半にお時間を頂き、



◇三井住友銀行海外拠点
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【図表】 三井住友銀行の海外拠点

（注）* 「」：。* 「」：。
（出所）三井住友銀行ホームページを基に日本総合研究所作成

中南米：6拠点

中東：6拠点

ヨーロッパ：12拠点

アジア：34拠点

北米：7拠点

アフリカ：2拠点



◇スケジュール











										平成28年度 ヘイセイ ネンド																				平成29年度 ヘイセイ ネンド

										1月 ガツ		2月 ガツ								3月										4月		5月		6月		7月		8月		9月

										第4週 ダイ シュウ		第1週 ダイ シュウ		第2週 ダイ シュウ		第3週 ダイ シュウ		第4週 ダイ シュウ		第1週 ダイ シュウ		第2週 ダイ シュウ		第3週 ダイ シュウ		第4週 ダイ シュウ		第5週 ダイ シュウ

						会議体 カイギ タイ		AIネットワーク社会推進会議 シャカイ スイシン カイギ																																		



















								開発原則分科会 カイハツ ゲンソク ブンカカイ

								影響評価分科会 エイキョウ ヒョウカ ブンカカイ

						1.AIネットワーク化が社会にもたらす
影響及びリスクに関する先行的評価

								分析・評価すべきユースケースの選定

								影響及びリスクに関するシナリオの
分析・評価

								影響及びリスクに関する課題の
分析・評価

								影響を定量的・客観的に把握できる指標の抽出

						2.AI ネットワーク化が社会にもたらす
影響及びリスクに関する分野別評価

								分析・評価すべきユースケースの
選定

								影響及びリスクに関するシナリオの
分析・評価

								影響及びリスクに関する課題の
分析・評価

								影響を定量的・客観的に把握できる指標の抽出

						3.AIネットワーク化に関するエコシステムの検討

















								推進会議のスケジュールは、第１回事務局資料より作成 スイシン カイギ ダイ カイ ジムキョク シリョウ サクセイ

								http://www.soumu.go.jp/main_content/000447311.pdf
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【図表】 実施スケジュール（案）

開催回数・日程に関して、請負開始後貴省へヒアリング（初回キックオフミーティング要調整）

▲第2回
（1/23）

適宜「AI開発ガイドライン（素案）」へ反映

分野が決まり次第、分野ごとに適宜選定

適宜分析・評価

各分野ごとのユースケースが選定出来次第、適宜分析

先行調査研究受領後選定

適宜分析し、分野区分・
エコシステムの検討等に反映

（出所）日本総合研究所作成

▲第4回
『報告書2017』の取り纏め

▲第3回（2月末～3月）
AI開発ガイドライン（仮称）素案ver0.9の整理等

▲フォーラム（3月）

会議体の開催日程等を踏まえて、
貴省と相談の上、柔軟に対応



◇体制
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日本総研




【図表】 実施体制

（出所）日本総合研究所作成

総務省
情報通信
政策
研究所

開発原則分科会

影響評価分科会

フォーラム
（国際シンポジウム）

AIネットワーク社会推進会議

■プロジェクトチーム
《プロジェクトリーダー》
東　博暢（主席研究員）

《プロジェクトメンバー》
山浦　康史　（主任研究員）
花井　衣理　（副主任研究員）
小竹　庸平　（副主任研究員）
五味　健太郎　（研究員補）




■全体管理責任・品質管理
リサーチ・コンサルティング部門　
立花　敏男（部門長代行）

■事務手続等
額賀　祥枝（アシスタント）　



Incubation & Innovation Initiative（III）

協力要請

協力

調査研究等
適宜報告

開催

開催

個人・団体

参加

運営



◇III概要

































































































&D &T


&"ＭＳ Ｐゴシック,斜体"Japan Research Institute, Limited		&"ＭＳ Ｐゴシック,斜体"Page&P


【図表】 IIIコンソーシアムにおけるAI等に係わる検討体制

（出所）日本総合研究所作成

AI等ベンチャーの発掘・支援

AI等に関する新規事業開発
AI等に関する政策等の調査
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公共分野


公共インフラ防災スマートシティ行政健康移動分野共通農林水産製造業運輸・流通卸売・小売金融・保険医療・介護教育・研究サービス業建設


生活分野産業分野


仕事財産家族


生活支援豊かさ創造


ヒトのあらゆる情報を基にあらゆる財・サービスが提供される
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公共分野公共インフラ防災スマートシティ行政生活支援（パーソナルアシスト）豊かさ創造分野共通農林水産製造業運輸・流通卸売・小売金融・保険医療・介護教育・研究サービス業建設生活分野産業分野
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公共分野


公共インフラ防災スマートシティ行政健康移動分野共通農林水産製造業運輸・流通卸売・小売金融・保険医療・介護教育・研究サービス業建設


生活分野産業分野


仕事財産家族


生活支援豊かさ創造生活空間ゲノム情報や生活情報 を基にした


生活空間でのAIネットワーク化（健康視点でネットワーク化）
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例えば、ヒトの「健康」を軸に取る場合、ゲノム、マイナンバー、ウェアラブルデバイスから取得できる情報を基に、健康状態や疾患の可能性に応じた健康増進サービスや食べ物の管理、各種検査や最適な治療の選択、付随するサービスとしてモビリティや保険サービス等が連携していくことが想定できる。


健康状態身体の状態当人の趣味・嗜好


シニアの例


当人の余裕資産


情報サービスモノ


マイナンバー連携等
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分野の区分の考え方

3

「AIネットワーク化検討会議」において影響評価の対象とした分野（＝「領域」）の区分

従来区分（16領域）は、特に産業が詳細化（10領域）されている。

「AIネットワーク社会推進会議」においては、
〇 ＡＩネットワーク化が主として「利用者」にどのような便益やリスクをもたらし得るのかを重視して、利用者を「個人」、
「公共」及び「産業」の３つに区分した上で、「個人」については「生活」、「公共」については「公益」、「産業」につい
て「商流」の視点に着目して分野の区分を設定することとしてはどうか。

〇 分野別評価においては、ＡＩネットワーク化の進展により、領域が融合していくことや領域横断的なＡＩネット
ワークの利活用が進むことが見込まれることを踏まえて分野の区分を設定することとしてはどうか。

〇 ＡＩネットワークが社会的なニーズへの対応や課題の解決に貢献するものであることから、社会的ニーズ／課題を
踏まえて分野の区分を設定することとしてはどうか。

公共 公共インフラ 防災 スマートシティ 行政

生活支援 豊かさ創造

分野共通 農林水産 製造業 運輸・流通 卸売・小売

金融・保険 医療・介護 教育・研究 サービス業 建設

生活

産業



分野の区分

4

分野の区分（案） 【凡例】 SGDs：国際連合「持続可能な開発のための2030アジェンダ」、 G7：G7伊勢志摩首脳宣言、

G20：G20杭州サミット首脳宣言、科学：第5期科学技術基本計画、再興：日本再興戦略2016

街づくり
■地域振興や街全体としての情報保有+インフラ・サービス提供
（全産業、産官学）

【共通】持続可能な都市の構築
（SGDs、G7、G20、科学）

【欧米】移民・難民問題への対応（G7、G20）

パブリック・ガバナンス ■財・サービスの多様化に合わせた税の徴収/政策立案（全産業） 【共通】腐敗対策、財政の健全化（G7、G20）等

危機管理 ■災害やパンデミック等への対応等における様々な主体の連携（産官学） 【共通】レジリエントなインフラ整備（SGDs、G7、科学）

健康（Health）

例えば

■世代軸

■時系列
（時間軸）

■ゲノム情報や生活情報をもとにしたAIネットワーク化
健康増進、検査・治療 +付随サービス

（保険、モビリティ、飲食、サプリ等）

【共通】健康的な生活の確保・福祉の推進
（SGDs、G7）
【日本】健康長寿社会の実現（科学） 等

教育・学び
（Education/
Study)

■ノウハウ・スキル、当人の性格や希望等に関するAIネットワーク化
学校教育、人材研修 +付随サービス（健康、全産業等）

【共通】生涯学習の機会の促進（SGDs）
【共通】知の資産の持続的創出（科学） 等

仕事（Work）
■当人の能力・適正・仕事観等に関するAIネットワーク化
ビジネスマッチング、ワークシェア+付随サービス（人脈等）

【共通】働きがいのある人間らしい仕事の実現（G20）
【共通】女性のエンパワメント（SGDs、G7） 等

財（Property）
■ヒトのライフステージに合わせた様々な財・サービスの提供
（全産業）

※ 各国で異なったニーズ/課題（以下、日本の場合）
【日本】年金制度等の改善（科学） 等

【日本】少子高齢化時代における交通インフラの構築
（科学） 等

【日本】既存住宅の活用やリフォームの活性化（再興）等

【日本】文化芸術資源の活用（再興） 等

移動(Mobility)
■ヒトの移動のためのAIネットワーク化
適切な移動手段の提供+付随サービス（観光、旅行、飲食、物流等）

居住（House） ■住環境を基にしたAIネットワーク化
スマートハウス+付随サービス（小売、物流、警備）

趣味・娯楽
（Hobby/
Entertainment）

■趣味や娯楽などヒトの心を豊かにするAIネットワーク化
コンテンツ、スポーツ+付随サービス（観光等）

公共
（公益）

個人
（生活）

中分類大分類 小分類 領域横断の例 主要な社会的ニーズ/課題

産業
（商流）

モノ
■インダストリー4.0やインダストリアル・インターネットによる
産業横断・バリューチェーン横断（領域融合）

【共通】生産性の向上（再興、G7、G20）
【共通】持続可能な農業・エネルギー供給

(SGDs、G7、G20） 等

カネ ■フィンテックによる決済・信用データの生成/連携等 【共通】開かれた強靭な金融システムの構築（G20） 等



先行的評価と分野別評価

5

「先行的評価」においては主として領域ごとの評価を実施したことを踏まえ、「分野別評価」においては、領域を横断する
ユースケースや領域が融合するようなユースケースを想定した評価に注力してはどうか。
また、領域を横断しないユースケースや領域が融合しないようなユースケースについては、「先行的評価」を踏襲しつつ、
「利用者」の視点で再評価することとしてはどうか。

先行的
評価

ＡＩ相互間の
連携前

ＡＩ相互間の
連携後

領域横断・融合

・災害 ・健康 ・移動 ・教育 ・小売
・製造 ・金融 ・農業 ・公共 ・生活

分野別
評価

〇街づくり 〇パブリック・ガバナンス 〇危機管理
〇健康（Health） 〇移動(Mobility) 〇居住（House）
〇教育・学び（Education/Study) 〇仕事（Work）
〇財産（Property） 〇趣味・娯楽（Hobby/Entertainment）
〇モノ 〇カネ

↓「利用者」の視点（ヒューマン・セントリック） で見直し

１０領域について先行的評価を実施

先行評価を踏襲しつつ、
「生活」の視点で再評価

領域横断・融合のユースケース
を想定して評価
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シナリオ上想定される
利活用

シナリオ上想定される
インパクト

シナリオ上想定される

リスク
リスク評価（例）

■（開発者・サービス提供者）

■（利用者）

■（開発者・サービス提供者に起因するリスク）
◇主体Aへのリスク/リスクの増減（新規、増加・減少）
◇主体Bへのリスク/リスクの増減（新規、増加・減少）
◇社会へのリスク/リスクの増減（新規、増加・減少）

■（利用者に起因するリスク）

■（起因者が特定できない／開発者・サービス提供者と利用者の双方に
起因するリスク）

＜インパクト評価＞ ＜リスク評価＞

【領域横断後の段階】

＜リスク評価＞＜インパクト評価＞

シナリオ上想定される
利活用

シナリオ上想定される
インパクト

シナリオ上想定される

リスク
リスク評価（例）

■（開発者・サービス提供者（領域A））

■（開発者・サービス提供者（領域B））

■（利用者）

■（開発者・サービス提供者（領域A）に起因するリスク）

■（開発者・サービス提供者（領域B）に起因するリスク）

■（利用者に起因するリスク）

■（起因者が特定できない／開発者・サービス提供者と利用者の双方に
起因するリスク）

リスク管理（例） リスク・コミュニケーション（例）

【領域横断前の段階】
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